
15 
番
　
中
嶋
　
善
文

2
番
　
髙
波
　
幸
雄

７
番
　
篠
原
　
亮
太

18 
番
　
森
下
　
純
三

一般質問から

地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

水
道
行
政
に
つ
い
て

19 
番
　
瀬
戸
　
知
英
子

第
五
次
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・

第
四
期
八
潮
市
障
が
い
福
祉
計
画
に
つ
い
て

ｉ
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
マ
ー
ク

の
掲
示
に
つ
い
て

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
泥
遊
び
な
ど
で
き
る

冒
険
遊
び
場
公
園
）
に
つ
い
て

9
番
　
池
谷
　
和
代

　

平
成
25
年
６
月
の
「
精
神
保

健
福
祉
法
」
改
正
な
ど
一
連
の

法
改
正
・
整
備
を
受
け
、
同
年
12
月

「
障
害
者
権
利
条
約
」
を
批
准
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
本
市

の
「
次
期
計
画
」
策
定
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
精
神
科
病
院
に
一
年
以

上
入
院
さ
れ
て
い
る
市
民
の
う
ち
国

民
健
康
保
険
の
方
49
名
、
生
活
保
護

の
方
31
名
で
す
。

　

そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
の
方
の

中
に
も
、
長
期
入
院
の
方
が
居
ら
れ

る
事
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
退
院
促
進
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
の
目
標
で
は
平
成
29
年
度
ま
で

の
３
カ
年
に
91
パ
ー
セ
ン
ト
を
退
院

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
あ
て
は
め
る
と
72
名
以
上

の
退
院
が
目
標
と
な
り
ま
す
。
こ
の

目
標
に
み
あ
っ
た
受
け
入
れ
を
地
域

で
行
う
に
は
、
ど
の
程
度
社
会
資
源

の
拡
充
が
必
要
と
考
え
ま
す
か
。

　

本
市
で
は
、
精
神
科
病
院
に

長
期
入
院
し
て
い
る
方
の
退
院

促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
退
院
準
備

や
再
入
院
に
な
ら
な
い
よ
う
地
域
生

活
を
支
援
す
る
一
般
相
談
事
業
所
の

整
備
や
、
居
住
地
の
確
保
と
し
て
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
更
な
る
整
備
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q

Ａ

　

気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
、
地

震
に
伴
う
二
次
的
な
被
害
、
津

波
、
竜
巻
等
の
新
た
な
リ
ス
ク
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
予
防
、
応
急
、

復
旧
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

荒
川
が
氾
濫
し
た
場
合
、
浸

水
想
定
区
域
内
の
全
住
民
が
市

内
の
避
難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
状
況
に
応

じ
て
住
宅
等
の
２
階
以
上
に
避
難
す

る
垂
直
避
難
と
い
う
考
え
方
が
一
般

的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
に
お
い
て
は
、
地
域
防
災
計
画

に
規
定
さ
れ
た
役
割
に
従
い
各
々
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
害
対
策
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

る
排
水
機
場
の
そ
れ
ぞ
れ
が
河
川
の

整
備
状
況
に
よ
り
放
流
量
の
制
限
を

受
け
て
お
り
、
対
応
策
と
し
て
雨
水

を
一
時
的
に
溜
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
用
地
確
保
や
多
額
の
費
用
を

考
え
ま
す
と
大
変
困
難
な
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
何
ら
か
の
対
策
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
現
在
、
伊
勢
野
地
区

で
新
堤
防
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
排
水
施
設
の
能
力
向
上
に
つ
い

て
、
河
川
管
理
者
と
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
本
年
８
月
か
ら
熊
谷

気
象
台
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
開
始

さ
れ
、
こ
の
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
防
災
体
制
の
整
備
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

QＡ

　

Ｔ
Ｘ
開
通
か
ら
９
年
、
八
潮

市
の
人
口
も
増
え
、
市
を
訪
れ

る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

駅
を
降
り
て
迷
っ
て
い
る
人
達
の

為
に
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
、
ｉ
（
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
マ
ー
ク
の
掲
示
を

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ｉ
マ
ー
ク
の
掲
示
に
つ
き
ま

し
て
は
、
マ
ー
ク
を
掲
示
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
方
や
本
市
を

訪
れ
る
方
々
も
一
目
で
情
報
コ
ー
ナ

ー
で
あ
る
と
分
か
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

駅
前
出
張
所
の
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
に
掲
示
す
る
と
と

も
に
、
関
係
部
署
と
協
議
の
上
、
玄

関
前
の
掲
示
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

QＡ

　

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
推

進
法
が
成
立
し
、
新
し
い
地
域

支
援
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯

や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も
増

え
、
生
活
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
の
介
護
保
険
の

事
業
所
の
他
に
、
地
域
の
人
た
ち
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
企
業
等
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
か
ら
、
生
活
支
援
体

制
や
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
協

議
体
の
設
置
が
制
度
化
さ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
支
援
に
つ
き
ま
し

て
も
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
や
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
設

置
等
を
進
め
ま
す
。

　

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
今
後
は
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
総
合
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
29
年
４
月
開
始
予
定
に

向
け
て
、
広
報
紙
等
、
様
々
な
方
法

で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QＡ　

本
市
の
水
道
事
業
が
行
っ
て

い
る
水
道
水
の
安
全
性
確
保
の

取
り
組
み
・
現
状
の
課
題
・
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

水
道
水
の
安
全
性
確
保
は
、

水
質
検
査
に
よ
り
確
認
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
自
己
水
源
８
本
の

深
井
戸
、
浄
水
場
の
出
口
、
配
水
系

統
の
管
末
の
給
水
栓
を
検
査
場
所
と

し
、
水
道
法
で
義
務
付
け
さ
れ
て
い

る「
一
般
細
菌
」「
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
」
等「
水
質
基
準
項
目
51
項
目
」
と
、

水
質
基
準
を
補
完
す
る
「
水
質
管
理

目
標
設
定
項
目
24
項
目
」
等
を
検
査

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
近
隣
市
に
先
駆
け
「
八

潮
市
水
安
全
計
画
」
を
平
成
25
年
３

月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
安
全
性
の
向
上
に
は「
水

質
自
動
監
視
装
置
」
の
増
設
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
設
置
し
て
い
る
４

個
所
の
更
新
と
、
新
規
３
個
所
の
増

設
を
効
率
的
に
進
め
る
整
備
計
画
の

立
案
が
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
の
水
道
水
の
総
配
水
量
の
85

パ
ー
セ
ン
ト
が
県
水
で
賄
わ
れ
「
庄

和
浄
水
場
」
か
ら
４
割
か
ら
６
割
の

供
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庄

和
浄
水
場
に
高
度
浄
水
処
理
施
設
を

早
急
に
導
入
す
る
よ
う
要
望
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

QＡ

　

冒
険
遊
び
場
は
、
子
ど
も
た

ち
が
（
思
春
期
の
子
も
含
め
）

生
き
生
き
と
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
子

ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、
乳
幼
児
の

親
子
や
異
な
っ
た
世
代
の
交
流
の
場

と
し
て
、
全
国
で
つ
く
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。
場
所
と
プ
レ
リ
ー
ダ
ー
と

呼
ば
れ
る
見
守
り
と
遊
び
の
応
援
者

の
人
件
費
は
、
市
が
負
担
し
、
運
営

は
市
民
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
作
っ
て
運

営
す
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
こ
う
し
た
施
設

の
検
討
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、
青
少
年
の

居
場
所
づ
く
り
事
業
と
し
て
児

童
を
対
象
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々

の
協
力
の
下
、
小
学
校
の
校
庭
等
を

使
用
し
て
「
子
ど
も
土
曜
広
場
」
を

主
に
第
１
・
第
３
土
曜
日
に
市
内
全

小
学
校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
焼
き
芋
大
会
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
主
で
過

去
に
は
、
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
秘
密

基
地
作
り
も
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
近
隣
市
を
見
て
も
「
冒
険
遊
び

場
」
に
つ
い
て
は
、
公
園
施
設
を
活

用
し
て
い
る
状
況
な
の
で
、
プ
レ
ー

パ
ー
ク
事
業
の
趣
旨
を
考
慮
し
、
市

民
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
関
係
部
署
と

連
携
し
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

QＡ

平成２6年（２０１4年）11月
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